
Geminiの最新アップデート
と進化する機能
⼈⼯知能技術は⽇々進化し続けており、Googleが提供するGeminiも例外では
ありません。本プレゼンテーションでは、Geminiの最新情報を技術者、研究
者、そしてビジネスパーソンの皆様にお届けします。

近⽇発表されたGemini 2.5 Flashの登場から、Deep Research機能の拡充、
APIの更新、そしてAppSheetとの連携まで、Geminiエコシステムにおける重
要な進展をご紹介します。これらの新機能がもたらす可能性と実⽤的な活⽤
法について詳しく解説します。

最先端のAI技術を業務に取り⼊れ、⽣産性を向上させるためのヒントも含め
てお伝えします。Geminiの進化とともに、私たちの働き⽅もまた変⾰してい
ます。
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GOZEN AI Lab

AIと⼀緒に「⾯倒くさい」をひとつでも⼿放す仕
組みを⽇々研究中！
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Gemini 2.5 Flash: 軽量版の登場
2025年4⽉19⽇、Googleは「Gemini 2.5 Flash」を発表しました。これはGemini 2.5 Proの軽量版として位置づけられており、開発者
にとって⼤きな価値をもたらす新モデルです。

推論機能の切り替え
開発者が状況に応じて推論機能をオン/

オフ切り替え可能

コスト効率の向上
必要な機能のみを使⽤することで処理
コストを削減

柔軟な処理能⼒
単純なクエリから複雑な論理処理まで
幅広く対応

このハイブリッド推論モデルの導⼊により、企業はAI実装のコストパフォーマンスを⼤幅に向上させることができます。特に⼤量の
クエリを処理する必要があるシステムにおいて、その効果は顕著です。グローバルに展開されるこの新機能は、AI活⽤の裾野をさら
に広げることでしょう。



Deep Research: ⾼度な調査機能の拡充
Gemini Advancedユーザー向けの調査⽀援機能「Deep Research」が、より⾼性能なモデル「Gemini 2.5 Pro Experimental」に対応
するようになりました。この機能強化により、分析的推論とレポート作成の性能が⼤幅に向上しています。

⾼度な洞察⽣成
複雑な概念を理解し、深い洞察を提供

分析的推論の強化
データに基づいた論理的な分析と結論導出

レポート作成能⼒
構造化された包括的なレポートの⾃動⽣成

この機能は⽇本を含むグローバル市場で利⽤可能となっていますが、⾳声概要機能は現在英語のみの対応となっています。業界専⾨
家によると、このDeep Research機能はOpenAIの同種機能を性能⾯で上回るとされており、学術研究やビジネス分析において⼤きな
競争優位性をもたらす可能性があります。



Gemini APIの最新アップデート
2025年4⽉17⽇、GoogleはGemini APIに重要な更新を実施しました。この更新は主に価格とパフォーマンスの最適化に焦点を当てて
おり、開発者がより効率的にAI機能を実装できるようになっています。
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特に注⽬すべき点として、適応型思考機能の強化が挙げられます。これにより、AIはより複雑な問題に対しても状況に応じた最適な推
論⽅法を選択できるようになりました。API価格の最適化も実施されており、多くの企業にとってGemini APIの採⽤障壁が低くなって
います。

これらの更新は主に開発者向けですが、最終的にはエンドユーザー向けアプリケーションの品質と機能性の向上につながることが期
待されています。



AppSheetとGeminiの連携による業務⾃動化
Googleのノーコードツール「AppSheet」が、Geminiと統合した⾃動化タスク機能をプレビュー公開しました。この連携により、プ
ログラミングの知識がなくても、AIを活⽤した⾼度な業務⾃動化が可能になります。

この機能により、例えば顧客問い合わせの⾃動分類や、⼤量のデータからのインサイト抽出、定型⽂書の⾃動⽣成などが、専⾨知識
なしで実現可能になります。ビジネスプロセス⾃動化におけるAI活⽤の新たな潮流として、多くの企業が注⽬しています。

現在はプレビュー版として公開されていますが、今後数ヶ⽉以内に正式版のリリースが予定されています。

AIタスク作成
⾃然⾔語でAIタスクを定義

ワークフロー統合
既存の業務プロセスにAIを組み込み

データ処理
AI⽀援によるデータ分析と加⼯

結果活⽤
分析結果の可視化と共有



Geminiの産業別活⽤事例
Geminiの最新機能は、様々な産業で⾰新的な活⽤が始まっています。それぞ
れの業界特有のニーズに合わせた活⽤事例を⾒ていきましょう。

医療‧ヘルスケア
医療⽂献の⾼速レビューと要約

診断⽀援のための症例分析

臨床試験データの詳細分析

⾦融‧投資
市場動向の予測と分析

投資レポートの⾃動⽣成

リスク評価プロセスの効率化

製造‧物流
サプライチェーン最適化

品質管理データの分析

予知保全システムの構築

教育‧研究
パーソナライズド学習コンテンツ

研究論⽂作成⽀援

学習進捗の詳細分析

これらの活⽤事例は、Gemini 2.5の⾼度な推論能⼒と柔軟な対応⼒によって
実現しています。特に、Deep Research機能とGemini 2.5 Flashの組み合わせ
により、コスト効率と⾼い分析能⼒の両⽴が可能になりました。



Gemini導⼊のメリットと課題
Geminiの最新機能をビジネスに導⼊する際のメリットと課題について、バランスの取れた視点で考察します。テクノロジーの導⼊に
は常にトレードオフが存在するため、慎重な検討が必要です。

メリット

データ分析の⾼速化‧⾼精度化

ルーティン業務の⾃動化による⽣産性向上

Gemini 2.5 Flashによるコスト最適化

Deep Researchによる意思決定の質向上

APIを通じた既存システムとの柔軟な連携

課題と対策

導⼊初期の学習コストと対応する社内研修

データセキュリティとプライバシー保護の強化

AIの判断に対する適切な⼈間のレビュー体制

業界特有の規制への適合性確認

ROI（投資対効果）の正確な測定⽅法の確⽴

実際の導⼊においては、⼩規模なパイロットプロジェクトから始め、効果を測定しながら段階的に拡⼤していくアプローチが推奨さ
れます。また、技術的な側⾯だけでなく、組織⽂化や業務プロセスの変⾰も同時に進めることが成功の鍵となります。

GoogleのAIガバナンスポリシーに沿った運⽤を⼼がけることで、責任あるAI活⽤を実現することができます。



まとめと今後の展望
本プレゼンテーションでは、Geminiの最新機能と活⽤⽅法について包括的に解説してきました。Gemini 2.5 Flashの登場、Deep 

Research機能の拡充、API更新、そしてAppSheetとの連携は、AIの実⽤性とアクセシビリティを⼤きく向上させています。

現在（2025年4⽉）
Gemini 2.5 Flash発表、Deep Research拡充、API更

新、AppSheet連携プレビュー
近い将来（3〜6ヶ⽉）
AppSheet連携の正式版リリース、より多くの⾔語サポ
ート、業界特化型モデルの登場中期展望（1年以内）

マルチモーダル機能の⼤幅強化、専⾨知識ドメインで
の精度向上、より深い業務システム統合 ⻑期展望

完全⾃律型AIアシスタントへの進化、業務意思決定の
⾼度⽀援、AIと⼈間の新たな協業モデルの確⽴

Geminiの進化は今後も続き、ビジネスや研究分野により⼤きな変⾰をもたらすことが予想されます。最新情報をキャッチアップし、
組織内での適切な活⽤を検討することが、競争優位性の維持に不可⽋です。

ご質問やさらに詳しい情報については、Googleの公式ドキュメントやサポートチームにお問い合わせください。ご清聴ありがとうご
ざいました。


